平成１８年度セアカゴケグモ等の生息状況調査結果について

１　調査方法概要

　　大阪府下を２ｋｍ四方のメッシュに区切り、それぞれのメッシュの中で公共施設等で生息適地と考えられる１地点を調査ポイントとして選定した。なお、保健所設置市域（大阪市、堺市、高槻市、東大阪市）については、各市の独自調査結果等の提供を得た。
　

２　調査結果概要
　　保健所設置市を除く府域を２ｋｍメッシュで分画すると４２７メッシュとなる。このうち大部分が山林や他府県に区域となるものを除き、生息調査を実施したのは、延べ３７６ポイントで２８３メッシュ（６６．３％）である。
　　調査した結果、１２２ポイント（３２．４％）で９１メッシュ（３２．２％）でセアカゴケグモが確認された。
　　また大阪府全体では２ｋｍメッシュで分画すると５３０メッシュとなる。そのうち生息調査を実施したのは、延べ１１６５ポイントで自治体間での重複メッシュを差し引くと３９５メッシュ（７４．５％）である。

　　調査した結果、１７０ポイント（１４．６％）で自治体間での重複メッシュを差し引くと１２５メッシュ（３１．６％）で確認された。（メッシュ図参照）。
	自治体／結果
	平成１８年度調査
	平成１５年度調査
	平成８年度調査

	
	対象Ｍ数
	調査Ｍ数
	発見Ｍ数
	発見Ｍ数
	発見Ｍ数

	大阪府
	４２７
	２８３
	９１
	４８
	２５

	大阪市
	７１
	７１
	１３
	２
	―

	堺市
	５２
	３９
	１６
	２５
	―

	高槻市
	３２
	１４
	０
	０
	０

	東大阪市
	１８
	８
	８
	１
	１

	合計（重複Ｍを除く）
	５３０
	３９５
	１２５
	７７
	２６


（注）

＊Ｍは、メッシュの略。

＊自治体間での対象Ｍ数のうち７０、調査Ｍ数のうち２０、発見Ｍ数のうち３が重複している。

＊大阪市は、７月から８月に５００ｍＭで調査を実施し、それを２ｋｍＭに転記した。

＊堺市は、大阪府と同様の調査を実施した結果。（なお平成１５年度は市民からの通報により市が生息を確認した箇所を表記したもの。）
＊高槻市は、大阪府と同様の調査を実施した結果。

＊東大阪市は過去３年間で発見された箇所について８月再度調査を実施した結果。

４　調査ポイントの施設別と生息状況

　　保健所設置市を除く調査ポイントの施設別と生息状況は下表のとおりである。
	調査ポイントの種別
	調査ポイント数
	生息ポイント数

	学校
	１３３
	４３

	保育所
	３４
	８

	公園、道路等
	６８
	２３

	墓地
	１９
	８

	その他の公共施設
	９４
	２５

	民間施設
	２８
	１５


５　市町村別の生息状況

　　別紙表のとおり
　
６　結果の考察及び今後の対策

　　生息状況は、泉州地域を中心に臨海部から平野部全般に面的な生息がある。また南河内、堺市では広く生息の分布が見られる。大阪市、東大阪市、北河内、北摂地域にも生息地の拡大傾向が見られる。

　　今後は、咬傷事故防止の観点から、個体数の削減に向け、施設管理者による適切な駆除が進められるようセアカゴケグモの生態や対処方法等について啓発に努める必要がある。






